
今
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
七

文
庫
そ
の
他
に
二
十
余
種
の
写
本
が
伝
わ
り
、
版
本
と
し
て
天
明
六
年（
一
七
八
六
）

刊
・
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
刊
・
群
書
類
従
本
が
あ
る
が
、
大
き
な
差
異
は
認
め

ら
れ
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
テ
キ
ス
ト
に
は
、
久
保
田
淳
・
大
島
貴
子
・
藤
原
澄
子
・
松
尾
葦
江
校
注
『
今
物

語
』⑷
を
用
い
る
。
そ
の
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
写
本
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
の

「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
翻
字
に
あ
た
っ
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
た
部
分
に
は
振

り
仮
名
を
付
し
、
濁
点
、
句
読
点
お
よ
び
引
用
符
を
用
い
た
、
と
す
る
。

　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
今
物
語
（
以
下
、「
本
書
」
と
略
す
）
に
お
け
る
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
構
成
形

式
と
用
例
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　「
～
ン
ト
オ
ボ
ス
」　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
～
ン
ト
ス
」　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
～
タ
マ
ヘ
」　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
望
ム
」　
　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
祈
ル
」　
　
　
　
　
　
　
　（
三
例
）

　
　
目
次

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
　
　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
　
　
四
、
お
わ
り
に           

　
一
、
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
別
稿
⑴

を
受
け
、
今
物
語
を
研
究
資
料
と
し
て
、
そ
れ
に
お
け
る
希
望

表
現
⑵

の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
物
語
の
編
者
お
よ
び
成
立
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、『
日
本
古
典
文
学

大
辞
典
』⑶
に
よ
る
と
、
藤
原
信
実
の
編
、
暦
仁
二
年
（
一
二
三
九
）
か
ら
仁
治
元
年

（
一
二
四
〇
）
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
存
本
は
一
冊
で
、
五
三

編
の
短
小
な
説
話
を
収
め
る
。
お
お
む
ね
平
安
後
期
・
鎌
倉
前
期
の
説
話
に
材
を
取

り
、
淡
々
と
し
た
和
文
体
を
基
調
と
し
、
若
干
の
悲
恋
遁
世
説
話
に
お
い
て
和
漢
の

詩
歌
を
織
り
込
ん
だ
美
辞
麗
句
を
つ
ら
ね
る
。
文
体
に
つ
い
て
は
、「
伊
勢
物
語
」

に
代
表
さ
れ
る
平
安
時
代
の
歌
物
語
を
思
い
出
さ
せ
る
。
素
材
は
先
行
書
か
ら
の
抄

録
に
よ
ら
ず
、
す
べ
て
口
承
の
も
の
か
と
さ
れ
る
。
伝
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
・
内
閣

今
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

柴

　田

　昭

　二

　
　

連

　
　
　仲

　友
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二
八

　
　「
ム
」　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
マ
ウ
シ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
タ
シ
」　
　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
バ
ヤ
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
ナ
ン
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
本
書
に
お
け
る
希
望
表
現
は
、
そ
の
構
成
形
式
が
大
き
く
慣
用
形
「
～
ン
ト
オ
ボ

ス
」「
～
ム
ト
ス
」「
～
タ
マ
ヘ
」、
実
動
詞
「
望
ム
」「
祈
ル
」、
付
属
語
「
ム
」「
マ

ウ
シ
」「
タ
シ
」「
バ
ヤ
」「
ナ
ン
」
と
い
う
三
つ
の
類
型
に
分
類
で
き
、
そ
の
種
類

が
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
説
話
文
学
資
料
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
す
る
と
か
な
り

少
な
い
。
ま
た
、
各
構
成
形
式
の
用
例
数
も
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
に
お
け

る
希
望
表
現
の
構
成
が
単
純
な
も
の
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
口
承
の
説
話
を
同
一
人
の
ま
と
め
た
こ
と
と
と
も
に
、
本
書
の
分
量
が
挙
げ
ら

れ
る
。
本
書
は
五
三
編
の
短
小
な
説
話
で
成
り
、
少
な
い
分
量
に
希
望
表
現
が
現
れ

る
用
例
も
必
然
的
に
下
が
る
。
ま
た
、
本
書
の
内
容
と
も
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
本
書
に
は
仏
教
関
係
の
説
話
が
部
分
的
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
ま
り
多
く
な
い

た
め
、
神
仏
に
対
す
る
願
い
や
祈
り
の
表
現
が
少
な
く
な
る
。
そ
れ
に
、
本
書
の
文

体
的
要
素
も
原
因
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
和
文
体
で
あ
り
、
そ
の
希
望
表
現

も
和
文
体
の
も
の
の
み
が
用
い
ら
れ
、
漢
文
訓
読
体
に
多
く
見
ら
れ
る
「
ネ
ガ
ハ
ク

ハ
」
な
ど
が
現
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
ま
で
考
察
し
て
き
た
説
話
関
係
の
諸
文
献
と

比
べ
、「
タ
シ
」
の
存
在
が
一
つ
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
本
書
は
願
望
の
助
動
詞
「
マ

ホ
シ
」
が
見
ら
れ
ず
に
、「
タ
シ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
成
立
時
期
と
も
関

係
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
１
、「
～
ン
ト
オ
ボ
ス
」「
～
ム
ト
ス
」「
～
タ
マ
ヘ
」の
用
法

　
ま
ず
、「
～
ン
ト
オ
ボ
ス
」の
用
法
を
見
よ
う
。

　
本
書
に
は
、
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
慣
用
形
式
「
～
ン
ト
オ
ボ
ス
」
が
一
例
の

み
見
ら
れ
る
。

（
１
）
ち
と
き
こ
し
め
し
て
、
い
か
で
御
覧
ぜ
む
と
お
ぼ
し
け
る
ま
ゝ
に
、
に
は
か

に
おを

し
い
ら
せ
た
ま
ひ
け
り
。�

（
五
　
一
二
六
頁
）

　
例
（
１
）
は
、
主
体
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
御
つ
ぼ
ね
」
で
の
こ
と
で
あ
り
、

敬
語
表
現
で
、「
お
気
づ
き
に
な
り
、
ど
う
に
か
し
て
御
覧
に
な
り
た
い
と
お
思
い

に
な
る
御
心
に
ま
か
せ
て
、」の
意
と
解
さ
れ
、
第
三
人
称
の「
願
望
」⑸
を「
説
明
」⑹

す
る
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
～
ム
ト
ス
」の
用
法
を
見
よ
う
。

　
本
書
に
は
、
希
望
表
現
と
関
連
性
を
持
つ「
～
ム
ト
ス
」が
二
例
認
め
ら
れ
る
。

　「
～
ム
ト
ス
」
は
慣
用
形
式
で
あ
り
、
本
来
「
将
然
」
を
表
す
用
法
に
属
す
る
が
、

そ
の
中
で
も
有
情
物
の
「
将
然
」
を
表
す
用
法
は
、
希
望
表
現
に
極
め
て
近
い
も
の

が
あ
る
。

（
２
）
そ
の
のゝ
ち
こ
の
女
た
づ
ね
ゆ
か
む
と
し
け
れ
ど
、
ち
ゝ
は
ゝ
あ
り
け
る
ゆ
ゑへ

に
て
、
ゆ
る
さ
ざ
り
け
れ
ば
、
た
ゞ
ひ
と
り
い
で
てゝ
行
け
る
に
、
や
う
〳
〵
そ

の
国
ま
で
か
ゝ
ぐ
り
つ
き
に
け
り
。�

（
二
五
　
一
四
四
頁
）

（
３
）
あ
る
説
経
師
の
、
請
用
し
て
、
こ
と
に
め
で
た
く
た
ふう

と
く
説
法
せ
む
と
し

け
る
に
、�

（
五
二
　
一
六
六
頁
）

16-柴田(縦書).indd   28 2017/03/03   10:29:06



今
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
九

　
例（
２
）（
３
）は
い
ず
れ
も
有
情
物
の「
将
然
」を
表
す
用
法
で
あ
る
。
例（
２
）は
、

「
そ
の
後
、
こ
の
女
が
男
を
訪
ね
よ
う
と
し
た
が
、」の
意
と
解
さ
れ
、「
～
し
た
か
っ

た
」
と
い
う
希
望
表
現
の
用
法
に
近
い
心
理
的
な
意
志
・
願
望
の
意
味
を
表
す
。
例

（
３
）
は
、「
あ
る
説
法
師
が
、
招
か
れ
て
、
立
派
に
威
厳
を
も
っ
て
説
法
し
よ
う
と

し
た
時
に
、」の
意
と
解
さ
れ
、
こ
の「
～
し
よ
う
と
す
る
時
」の
用
例
は
例（
２
）の

心
理
的
な
意
志
・
願
望
と
対
比
し
、
よ
り
動
作
・
状
態
の
移
行
の
意
を
表
す
も
の
で

あ
り
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
的
に
例（
２
）と
差
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
次
に
、「
～
タ
マ
ヘ
」の
用
法
を
見
よ
う
。

　
本
書
に
は
、「
～
タ
マ
ヘ
」
は
一
例
見
ら
れ
る
。「
～
タ
マ
ヘ
」
は
も
と
も
と
敬
語

「
タ
マ
フ
」
の
命
令
形
で
一
般
的
に
命
令
表
現
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
神
仏
や

為
政
者
に
対
し
て
相
手
の
行
動
に
関
係
せ
ず
に
話
し
手
の
希
望
を
表
現
す
る
意
味
で

命
令
表
現
と
い
う
よ
り
希
望
表
現
の
用
法
と
見
る
も
の
が
あ
る
。

（
４
）「
紫
式
部
な
り
。
そ
ら
ご
と
を
の
み
お
ほ
く
し
あ
つ
め
て
、
人
の
心
を
ま
ど
は

す
ゆ
ゑへ

に
、
地
獄
に
お
ち
て
、
苦
を
う
く
る
事
、
い
と
た
へえ

が
た
し
。
源
氏
の

物
語
の
名
を
具
し
て
、
な
も
あ
み
だ
仏
と
い
ふ
哥
を
、
巻
ご
と
に
人
〳
〵
に
よ

ま
せ
て
、
わ
が
く
る
し
み
を
と
ぶ
ひ
た
ま
へ
」と
い
ひ
け
れ
ば
、

（
三
八
　
一
五
六
頁
）

　
例
（
４
）
に
お
け
る
「
と
ぶ
ひ
た
ま
へ
」
は
諸
本
「
と
ふ
ら
ひ
た
ま
へ
」
と
あ
る
に

し
た
が
い
、「
私
の
苦
し
み
を
慰
め
て
ほ
し
い
。」
と
祈
願
す
る
意
と
解
さ
れ
、
他
の

人
々
に
対
す
る
祈
願
と
し
て
「
希
求
」⑺
を
直
接
「
表
出
」⑻
す
る
用
法
で
あ
る
と
解
釈

す
る
。

　
２
、「
望
ム
」「
祈
ル
」の
用
法

　
本
書
に
は
、
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
動
詞
「
望
ム
」
が
二
例
、「
祈
ル
」
が
三
例

見
ら
れ
る
。
希
望
表
現
と
し
て
同
時
代
の
他
の
資
料
に
よ
く
用
い
ら
れ
る「
欲
」「
願
」

「
乞
」「
求
」な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。

　
ま
ず
、「
望
ム
」の
用
法
を
見
よ
う
。

（
５
）
後
拾
遺
を
え
ら
ば
れ
け
る
時
、（
略
）
え
ら
ぶ
人
の
も
と
に
行
て
、「
此
哥
い
ら

む
」と
望
け
る
に
、�

（
四
一
　
一
五
九
頁
）

（
６
）
小
侍
従
が
子
に
法
橋
実
賢
と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。
い
か
な
り
け
る
事
に
か
、

世
の
人
こ
れ
を
、
ひ
き
が
へ
る
と
い
ふ
名
を
つ
け
た
り
け
る
。
法
眼
を
望
申

て
、�

（
四
九
　
一
六
五
頁
）

　
例（
５
）は
、「『
こ
の
和
歌
が
入
っ
て
ほ
し
い
』と
望
ん
だ
が
、」の
意
、
例（
６
）「
法

眼
と
い
う
僧
位
を
望
ん
で
、」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
祈
ル
」の
用
法
を
見
よ
う
。

（
７
）「
こ
の
定
な
ら
ば
、
臨
終
の
さ
ま
た
げ
に
も
成
な
む
ず
。
い
そ
ぎ
い
の
る
べ
き

ぞ
」と
て
い
の
ら
れ
け
り
。�

（
三
六
　
一
五
四
頁
）

（
８
）
あ
る
時
に
、「
念
仏
に
て
祈
て
み
む
」
と
て
、
蓮
花
谷
の
ひ
じ
り
三
四
十
人
ば

か
り
め
ぐ
り
ゐ
て
、�

（
三
六
　
一
五
四
頁
）

　
例（
７
）は
、「『
は
や
く
祈
る
べ
き
だ
。』と
言
っ
て
祈
っ
た
。」の
意
、
例（
８
）は
、

「
念
仏
し
て
祈
っ
て
み
よ
う
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

因
み
に
、
本
書
に
お
い
て
「
望
ム
」「
祈
リ
」
に
は
「
の
ぞ
み
」「
い
の
り
」
と
い
っ
た

名
詞
用
法
は
見
ら
れ
な
い
。
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三
〇

　
３
、「
ム
」「
マ
ウ
シ
」「
タ
シ
」「
バ
ヤ
」「
ナ
ン
」の
用
法

　
本
書
に
は
、
助
動
詞
「
ム
」
が
一
例
、「
マ
ウ
シ
」
が
一
例
、「
タ
シ
」
が
二
例
、
終

助
詞
「
バ
ヤ
」
が
一
例
、「
ナ
ン
」
が
一
例
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
本
書
に
お
け
る
希

望
表
現
の
中
心
的
な
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
ま
ず
、「
ム
」
の
用
法
を
見
よ
う
。「
ム
」
は
い
わ
ゆ
る
推
量
の
助
動
詞
で
あ
り
、

基
本
的
な
用
法
は
意
志
・
推
量
・
勧
誘
を
表
す
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
希
望
表
現
と

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
９
）
後
拾
遺
を
え
ら
ば
れ
け
る
時
、（
略
）
え
ら
ぶ
人
の
も
と
に
行
て
、「
此
哥
い
ら

む
」と
望
け
る
に
、�

（
四
一
　
一
五
九
頁
）

　
例（
９
）は
、「
こ
の
和
歌
が
入
っ
て
ほ
し
い
。」の
意
と
解
さ
れ
、
相
手
に
対
し
て

婉
曲
的
に
希
望
を
す
る
と
解
し
、「
希
求
」
を
直
接
「
表
出
」
す
る
用
法
で
あ
る
と
解

釈
で
き
る
。

　
次
に
、「
マ
ウ
シ
」の
用
法
を
見
よ
う
。
助
動
詞「
マ
ウ
シ
」は
希
望
の
助
動
詞「
マ

ホ
シ
」の
対
義
語
で
あ
る「
憂
し
」の
派
生
語
と
し
て
、「
～
し
た
く
な
い
」「
気
が
進

ま
な
い
」の
意
を
表
す
。

（
10
）ち
る
も
う
し
散
し
く
庭
も
は
か
ま
う
し
花
に
物
お
も
ふ
春
の
こ
の
も
り

（
四
五
　
一
六
二
頁
）

　
例
（
10
）
に
お
け
る
「
マ
ウ
シ
」
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、「
花
の
散
り
敷

い
た
庭
を
掃
き
た
く
な
い
。」
の
意
と
解
さ
れ
、「
掃
く
の
も
つ
ら
い
、
掃
き
た
く
な

い
。」と
い
う
否
定
的
に「
願
望
」を
直
接「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
と
解
す
る
。

　

　
次
に
、「
タ
シ
」の
用
法
を
見
よ
う
。

（
11
）
あ
る
説
経
師
の
、
請
用
し
て
、
こ
と
に
め
で
た
く
た
ふう

と
く
説
法
せ
む
と
し

け
る
に
、
は
こ
の
し
た
か
り
け
れ
ば
、
事
い
そ
が
し
く
成
て
よ
ろ
づ
い
そ
ぎ

て
、
布
施
も
と
り
と
ら
ず
か
へ
り
て
、�

（
五
二
　
一
六
六
頁
）

（
12
）
そ
の
吹（

次
）の
日
、
又
人
に
よ
ば
れ
て
説
経
し
け
る
ほ
ど
に
、
又
は
こ
の
し
た
か

り
け
る
を
、
す
か
し
て
む
と
お
も
ひ
て
、
す
こ
し
ゐ
な
ほを

る
様
に
し
け
れ
ば
、

（
五
二
　
一
六
六
頁
）

　
例
（
11
）（
12
）
は
、
と
も
に
「
は
こ
（
箱
）
を
す
る
」
を
婉
曲
的
な
表
現
で
あ
る
と

と
ら
え
、「
厠
に
行
き
た
か
っ
た
」
の
意
と
解
し
、「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る
用
法
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
次
に
、「
バ
ヤ
」の
用
法
を
見
よ
う
。

（
13
）法
の
は
し
の
下
に
年
ふ
る
ひ
き
が
へ
る
い
ま
ひ
と
あ
が
り
と
び
あ
が
ら
ば
や

（
四
九
　
一
六
五
頁
）

　
例
（
13
）
は
、
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、「
も
う
ひ
と
つ
上
の
僧
位
に
飛
び
上

が
り
た
い
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
希
望
表
現
の
下
位
分
類
の
「
願
望
」
を
直
接
「
表
出
」

す
る
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
ナ
ン
」の
用
法
を
見
よ
う
。

（
14
）
き
り
つ
ぼ
に
ま
よ
は
ん
や
み
も
は
る
ば
か
り
な
も
あ
み
だ
仏
と
つ
ね
に
い
は

な
ん�

（
三
八
　
一
五
六
頁
）
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今
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

三
一

　
例
（
14
）
も
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、
夢
の
中
で
紫
式
部
が
、「
南
無
阿
弥
陀

仏
と
常
に
唱
え
て
ほ
し
い
。」
と
他
人
に
願
う
表
現
と
解
さ
れ
、
他
者
に
対
す
る
「
希

求
」を
直
接「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
今
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
今
物
語
に
お
け

る
希
望
表
現
の
構
成
形
式
は
単
純
で
あ
り
、
そ
の
用
例
数
も
少
な
い
。
こ
れ
は
今
物

語
の
分
量
、
内
容
、
文
体
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
形
式
の
用
法
に
つ
い
て
見
る
と
、「
～
ン
ト
オ
ボ
ス
」は「
願
望
」を「
説
明
」す

る
用
法
で
あ
り
、「
～
ム
ト
ス
」は
本
来
有
情
物
の「
将
然
」を
表
す
用
法
で
あ
る
が
、

希
望
表
現
と
関
連
性
が
あ
る
用
法
で
あ
る
。「
～
タ
マ
ヘ
」
は
形
式
上
は
命
令
表
現

で
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
は
は
希
望
表
現
の
下
位
分
類
の
「
希
求
」
を
「
表
出
」
す
る
用

法
で
あ
る
。
動
詞
「
望
ム
」「
祈
ル
」
は
名
詞
用
法
が
見
ら
れ
ず
、
す
べ
て
実
動
詞
用

法
で
あ
る
。
助
動
詞「
ム
」は
相
手
に
対
す
る「
希
求
」を「
表
出
」し
、「
マ
ウ
シ
」は

否
定
的
な
希
望
表
現
と
し
て「
願
望
」を「
表
出
」し
、「
タ
シ
」は「
願
望
」を「
説
明
」

す
る
用
法
で
あ
る
。
終
助
詞「
バ
ヤ
」は「
願
望
」を「
表
出
」し
、「
ナ
ム
」は「
希
求
」

を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
総
じ
て
言
え
ば
、
今
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
形
式
は
単
純
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
用
法
も
和
文
的
な
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
希
望
の
心
理
に
基
づ
い
た
動

作
を
表
す
動
詞
用
法
と
内
心
の
希
望
を
「
表
出
」
す
る
用
法
が
あ
る
が
、
希
望
の
名

詞
化
用
法
を
表
す
「
欲
」「
願
」、
名
詞
用
法
の
「
の
ぞ
み
」「
い
の
り
」
な
ど
が
用
い

ら
れ
な
い
こ
と
が
本
書
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

【
注
】

（
１
）柴
田
昭
二
、
連�

仲
友「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
究�

序
説
」『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報

告
第
Ⅰ
部
第
109
号
』平
成
12
年
３
月

（
２
）
こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的
表
現
形
式

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ

る
も
の
を「
願
望
表
現
」、
他
者
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を「
希
求
表
現
」

と
称
す
る
。
さ
ら
に
、
希
望
を
直
接
発
す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」、
そ
れ
以
外
の
問
い

質
し
や
過
去
な
ど
の
場
合
を
希
望
の
「
説
明
」
と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、「
願

望
」
は
「
～
た
い
」
の
形
で
、「
希
求
」
は
「
～
て
ほ
し
い
」
の
形
で
表
現
す
る
の
が
最
も
一
般

的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
形
式「
一
人
称
～
た
い
」「
一
人
称
～
て
ほ
し
い
」

は
そ
れ
ぞ
れ「
願
望
」、「
希
求
」の「
表
出
」で
あ
り
、
一
人
称
の
過
去
形「
一
人
称
～
た
か
っ

た
」「
一
人
称
～
て
ほ
し
か
っ
た
」、
二
人
称
形
式
「
二
人
称
～
た
い
か
」「
二
人
称
～
て
ほ

し
い
か
」、
三
人
称
の「
三
人
称
～
た
が
る
」「
三
人
称
～
て
ほ
し
が
る
」な
ど
の
形
式
は
、「
説

明
」に
あ
た
る
。

（
３
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』第
一
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
八
三
年
一
〇
月
第
一
刷
発
行

（
４
）『
今
物
語
・
隆
房
集
・
東
斎
随
筆
』　
久
保
田
淳
・
大
島
貴
子
・
藤
原
澄
子
・
松
尾
葦
江

校
注
　
中
世
の
文
学
第
一
期
・
第
七
回
配
本
　
三
弥
井
書
店
　
昭
和
五
四
年
五
月

（
５
）希
望
表
現
の
下
位
分
類
に
つ
い
て
は（
注
２
）参
照
。

（
６
）注（
２
）参
照
。

（
７
）注（
２
）参
照
。

（
８
）注（
２
）参
照
。

�

（
し
ば
た
し
ょ
う
じ
　
　
　
　
香
川
大
学
名
誉
教
授
）

�

（
れ
ん
ち
ゅ
う
ゆ
う
　
広
島
市
立
大
学
客
員
研
究
員
）

�

（
二
〇
一
六
年
一
一
月
三
〇
日
受
理
）
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